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      令和７年６月２５日 

                                            長崎県対馬病院長  八坂貴宏 

 

１．業務の目的 

本業務は、長崎県対馬病院の勤怠管理システム構築業務を行うものである。 

働き方改革関連法の施行に伴い、病院職員の労働時間の状況をシステムにより客観的に把握し、

併せて年次休暇等の申請・承認及び管理を迅速に行うことにより、病院職員の長時間労働を是正

するとともに、柔軟な働き方が可能となる環境を整備し、ワークライフバランスの実現につなげること

を目的とする。 

 

２．受託者の選定方法  

  受託者の選定は、公募型プロポーザル方式により行う。 

  プロポーザルに参加しようとする場合は、参加申込書、参加資格要件が確認できる資格 

審査書類及び提案書をそれぞれの期日までに提出すること。 

  なお、参加資格要件がないことが判明した場合、それ以降の手続きには参加できない。 

 

３．業務の概要 

  （１）業 務 名    長崎県対馬病院勤怠管理システム構築業務 

  （２）業務の履行場所    長崎県対馬病院 長崎県対馬市美津島町雞知乙1168-7 

  （３）委 託 期 間    契約日から令和８年３月３１日まで 

 

４．業務の内容 

  業務の内容は、以下の通りとし、業務の詳細は「長崎県対馬病院勤怠管理システム構築業務仕様

書」（以下、「仕様書」という。）に定めるところによる。 

① システム構築業務 

② システム運用・保守 

   ③ システム双方間連携 

 

５．業務の実施方法 

  「仕様書」に定めるところによる。 

 

６．参加資格 

  次に掲げる条件をすべて満たしていること。 

（１） 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第１項各号のいずれかの規定に該



当しない者であること。なお、被補助人、被保佐人又は未成年者であって、契約締結のために

必要な同意を得ている者は、同条第1項第1号の規定に該当しない者である。 

（２） 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第２項各号のいずれかに該当する

と認められる者のうち、3年を経過しない者又はその者を代理人、支配人その他の使用人若し

くは入札代理人として使用する者でないこと。 

（３） この公告の日から入札の期日までの間において、指名停止の措置を長崎県から受けている者

又は受けることが明らかである者でないこと。 

（４） この公告の日から入札の期日までの間において、長崎県が行う各種契約等からの暴力団等

排除要綱に基づき排除措置を受けている者又は受けることが明らかである者でないこと。 

（５） 本プロポーザルにかかる「公募型プロポーザルの参加者の資格等（告示）」の参加資格に示し

たプロポーザル参加資格を有すると認められた者であること。 

 

７．参加手続き 

 （１） 担当部局 

   （住所）〒817-0322 長崎県対馬市美津島町雞知乙1168-7  

   （名称）長崎県対馬病院 財務係 

   （電話）09２０-54-7111（代表） （FAX）09２０－54-7110 

 （２） 募集要領の配付 

   上記（１）の場所で令和７年６月２５日（水）から令和７年７月１６日（水）まで（土日・祝祭日を除く。）

の午前８時３０分から午後5時１５分まで配布する。なお、長崎県病院企業団本部又は長崎県対馬

病院のホームページからのダウンロードも可能である。 

長崎県病院企業団本部ホームページ http://www.nagasaki-hosp-agency.or.jp/ 

長崎県対馬病院ホームページ      https://www.tsushima-hospital.jp/ 

 

８．参加申込み 

 （１） 参加申込書の提出 

参加を希望する者は、参加申込書（様式１）を提出すること。 

参加申込書の提出がない者の参加は認められない。 

（２） 提出期限 

令和７年７月１６日（水）午後5時15分必着 

持参又は郵送（期限内必着のこと。）で行うこと。 

 （３） 提出場所 

    上記７（1）の担当部局とする。 

 

 （４） 参加辞退 

    参加申込書を提出後に辞退する場合は、辞退理由等を記載した辞退届（様式任意）を提出する



こと。なお、辞退することによって、今後の長崎県病院企業団との契約等について不利益な取扱

いをするものではない。 

 

９．参加資格審査 

 （１） 資格審査書類の提出 

    参加を希望する者は、参加申込書提出時又は提出後、以下の書類を提出すること。 

① 参加資格審査申請書（様式3）及び添付書類一式 

※添付書類については「公募型プロポーザルの参加者の資格等（告示）」を参照のこと。 

② 印鑑届（様式４） 

③ 受託実績調査表（様式５） 

（２） 提出期限 

     令和7年７月１６日（水）午後5時15分必着 

     持参又は郵送（期限内必着のこと。）で行うこと。 

 （３） 提出場所 

    上記７（1）の担当部局とする。 

 （４）結果の通知 

    令和７年７月１８日（金）までに資格審査結果通知書（様式６）により通知する。なお、参加資格が

ないと認められた者はその後のプロポーザルには参加できない。 

 

１０．質疑回答 

 （１） 質問書の提出 

    質疑がある場合は、質問書（様式２）を提出すること。口頭による質疑は受け付けない。 

ただし、様式や手続きの確認など軽微なものは口頭により回答する場合がある。 

 （２） 提出期限 

    令和７年７月８日（火）午後５時15分必着 

    持参、郵送（期限内必着のこと。）、又はＦＡＸで行うこと。 

 （３） 提出場所 

    上記７（1）の担当部局とする。 

 （４） 回答 

    質疑に対する回答は、令和７年７月１０日（木）までに、共通事項については、参加者全員に、個

別事項については質問者へ、随時、ＦＡＸもしくはメールにて担当者宛通知するが、この場合受

け取った旨を電話で連絡すること。 

    原則、質問書を受け付けた日の翌日から２日以内（土日・祝祭日を除く。）に回答するものとする。 

1１．提案書 

資格審査書類を提出し参加資格が認められた者は、次に掲げる事項を明記した提案書及び添付 

書類を提出すること。提案書の提出がない者の参加は認められない。 



 提案書の作成についての詳細は（別紙）「提案書等の作成要領」による。 

（１） 提出書類（自由様式のものについては、（別紙）「提案書等の作成要領」により指定している事項

を記載していれば、特に形式は問わないが、原則A4サイズに印刷すること。A3版を使用する場

合は片面印刷としA4版に折り込むこと。） 

① 企画提案書（提案様式１） 

② 企画提案書表紙（任意様式） 

③ 会社概要説明（任意様式・パンフレット可） 

④ 受託実績一覧表（提案様式2） 

④  提案システムの概要（任意様式） 

⑤  見積提案書（提案様式3-1,3-2） 

⑦ 保守・運用支援に係る費用見積提案書（提案様式４） 

⑧ 長崎県対馬病院勤怠管理システム 機能要件回答書 

（２） 留意事項 

記載については「仕様書」の内容を満たすこと。また「（別添）長崎県対馬病院勤怠管理システム

構築業務 評価基準表」を参照すること。 

（３） 提出期限 

     令和７年７月２５日（金）午後5時１５分必着 

     持参又は郵送（期限内必着のこと。）で行うこと。 

（４） 提出場所 

    上記７（1）の担当部局とする。 

 （５） 提出部数 

１０部（１部を正本とし、残りは複写で可）。原則としてA４（左綴じ）で作成すること。 

 

1２.プレゼンテーションについて 

 （１） 日時・場所 

   日時：令和7年7月３１日（木）午後2時から 

   場所：長崎県対馬病院大会議室 

   プレゼンテーションに出席できないときは失格とする。 

 （２） プレゼンテーションの内容 

   プレゼンテーションは提案書に基づき行い、「（別添）長崎県対馬病院勤怠管理システム構築業務

 評価基準表」に記載している内容を中心に、専門家でなくてもわかりやすいプレゼンテーションを

すること。また、提案内容はすべて実現可能なものであること。 

 

1３．応募及び提出書類等に関する注意事項 

 （１） 費用負担 

     応募に関し必要な費用は、応募者の負担とする。 



 （２） 提出書類の返却等 

     原則として提出書類は返却しない。また、本院は提案募集以外の目的で提出書類を使用したり、

情報を漏らしたりすることはしない。ただし、参加申込書及び添付書類並びに提案書及びその審

査・選定に関する文書は、長崎県病院企業団情報公開条例の規定により開示請求があった場合、

開示する場合がある。 

 （３） 本院からの提供資料の取扱い 

    本院が提供する資料は、応募に係る検討以外の目的で使用してはならない。 

 （４） １応募者の複数提案の禁止 

    １応募者は、１つの提案しか行うことができない。 

 （５） 提出書類の変更 

   提出された書類は変更を求めることができない。ただし、提出期限前については、この限りでは 

ない。 

 （６） 虚偽の記載の禁止 

    提出書類に虚偽の記載をした場合は、その書類は無効とする。 

 （７） 提出書類作成に用いる言語等 

   ① 提出書類は原則として日本語で作成すること。なお、やむを得ず外国語で記載する 

     場合は、日本語の訳文を付記するか添付すること。 

   ② 提出書類のうち、金額欄については、出納官吏事務規程（昭和22年大蔵省令第95号） 

     第16条に基づき定められた外国貨幣換算率により日本国通貨に換算し記載すること。 

 

1４．契約候補者の選定 

（１） 選定方法 

   参加者から提出された提案書及びプレゼンテーションの内容について評価基準表に基づき採点

し、最高得点者を契約候補者として選定する。 

最高得点者は、長崎県対馬病院関係者から成る選定委員会を設置のうえ、各選定委員が採点

（200点満点）した結果を合計した点数を評価点数とし、決定するものとする。 

（２） 評価項目    

    「（別添）長崎県対馬病院勤怠管理システム構築業務 評価基準表」のとおり。 

（３） 参加が無効となる場合 

   参加申込書、提案書及びその他添付資料が次に該当する場合は、参加を無効とする。 

   ① 提出期限が経過して到着した場合 

   ② 故意に虚偽の記載がなされている場合 

（４） 契約候補者の選定結果の通知 

    プレゼンテーション最終日から7日以内（土日・祝祭日を除く。）に行う。 

 

 



1５．契約方法 

  （１） 上記1４の選定終了後、発注者は選定された最高得点者と別途協議を行い、協議が整った場

合は地方自治法施行令第167条の２第１項第２号の規定により随意契約により契約を締結する。 

  （２） 選定された最高得点者との協議が整わない場合は、次点者と同様の契約手続きを行う。 


